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二
〇
一
二
年
度
の
春
季
展
は
、
戦
前
・
戦
中
の
中
等
学
校
野
球
と
東
京
六
大
学
野
球
の
ス
タ
ー
選
手
で
、
中
国
戦
線
で
戦
死
し
た
松
井

栄
造
（
一
九
一
八
〜
一
九
四
三
年
。
一
九
四
一
年
一
二
月
商
学
部
卒
）
を
テ
ー
マ
と
す
る
企
画
展
を
開
催
し
た
。
岐
阜
商
業
時
代
に
選
抜
二
回
、

夏
一
回
の
甲
子
園
大
会
優
勝
を
果
た
し
、
早
稲
田
進
学
後
も
そ
の
華
麗
な
プ
レ
ー
で
神
宮
を
沸
か
せ
た
松
井
は
、
球
史
に
残
る
伝
説
の
野

球
人
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
華
や
か
な
二
四
年
の
歩
み
は
、
ま
さ
に
二
〇
世
紀
前
半
の
戦
争
の
時
代
と
重
な
り
合
う
も
の

だ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
が
連
合
国
と
休
戦
協
定
を
調
印
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る
前
日
、
松
井
栄
造
は
浜
松
の
田
町
に
生
ま
れ
た
。
早
稲
田

の
戸
塚
球
場
で
開
催
さ
れ
た
全
国
少
年
野
球
大
会
で
優
勝
し
て
野
球
関
係
者
の
注
目
を
浴
び
た
の
は
、
満
州
事
変
前
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。

国
際
連
盟
脱
退
で
騒
然
と
す
る
中
で
始
ま
っ
た
甲
子
園
選
抜
大
会
で
は
、「
明
石
の
怪
童
」
楠
本
保
に
投
げ
勝
っ
て
岐
阜
商
業
を
優
勝
へ

と
導
き
、
そ
の
三
年
後
、
夏
の
甲
子
園
大
会
で
優
勝
し
て
深
紅
の
大
優
勝
旗
を
捧
げ
持
っ
た
頃
、
世
界
の
関
心
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
勃
発
に

集
ま
っ
て
い
た
。 二

〇
一
二
年
度
春
季
企
画
展

　
　
　
　
「
戦
地
に
逝
っ
た
ワ
セ
ダ
の
ヒ
ー
ロ
ー 

│
松
井
栄
造
の
二
四
年
│
」

望

月

雅

士
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早
稲
田
に
入
学
し
た
年
の
六
大
学
秋
季
リ
ー
グ
で
初
陣
を
飾
っ
た
時
、
盧
溝
橋
事
件
か
ら
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
は
上
海
で
激
戦
と
な
っ

て
い
た
。
東
亜
競
技
大
会
に
全
日
本
代
表
で
出
場
し
た
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
ド
イ
ツ
が
西
部
戦
線
で
進
撃
を
続
け
、

ま
も
な
く
パ
リ
が
陥
落
し
た
。
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
開
戦
で
世
情
が
沸
き
立
つ
中
、
繰
上
げ
卒
業
で
早
稲
田
を
去
り
、
見
習
士
官
と
し
て

投
入
さ
れ
た
日
中
戦
争
の
最
前
線
の
戦
場
で
、
肉
弾
突
撃
の
最
中
、
突
如
人
生
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

松
井
栄
造
の
生
涯
は
、
砲
煙
の
立
ち
こ
め
る
時
代
の
中
で
、
ま
さ
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
続
け
た
二
四
年
だ
っ
た
。
こ
の
松

井
の
軌
跡
を
追
う
こ
と
で
戦
争
の
現
実
を
改
め
て
問
い
直
し
た
い
と
い
う
の
が
、
本
企
画
展
開
催
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

本
企
画
展
は
当
初
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め
二
〇
一
二
年
度
に
延
期
し
、
二
〇
一
二

年
三
月
二
一
日
か
ら
四
月
二
一
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
し
た
。
企
画
展
終
了
後
、
遠
州
稲
門
会
と
磐
田
市
立
図
書
館
共
催
、
当
セ
ン
タ
ー

後
援
で
、
六
月
二
三
日
か
ら
七
月
三
日
ま
で
磐
田
市
立
図
書
館
に
お
い
て
出
張
展
が
開
催
さ
れ
た
。

　

早
稲
田
で
の
企
画
展
の
来
観
者
は
、
三
〇
日
間
の
会
期
中
二
〇
六
二
名
を
数
え
、
ま
た
磐
田
市
で
の
出
張
展
は
九
日
間
で
一
二
〇
〇
名

を
超
え
た
。

　

本
企
画
展
は
、
岐
阜
新
聞
二
〇
一
一
年
二
月
一
一
日
付
、
中
日
新
聞
一
二
月
二
九
日
付
、
岐
阜
新
聞
二
〇
一
二
年
三
月
二
四
日
付
、
東

京
新
聞
四
月
五
日
付
、
中
日
新
聞
四
月
六
日
付
、
朝
日
新
聞
岐
阜
版
四
月
一
五
日
付
で
、
出
張
展
に
関
し
て
は
、
中
日
新
聞
六
月
二
三
日

付
、
静
岡
新
聞
六
月
二
四
日
付
、
朝
日
新
聞
静
岡
版
六
月
二
九
日
付
で
、
い
ず
れ
も
写
真
入
り
で
報
道
さ
れ
た
。
な
お
、
静
岡
新
聞
で
八

月
七
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
、「
戦
場
に
消
え
た
エ
ー
ス　

松
井
栄
造
の
青
春
」
が
四
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
ま
た
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

（
静
岡
放
送
）
の
八
月
一
〇
日
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
、
お
よ
び
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
八
月
一
九
日
の
「
報
道
の
魂　

８

・
15
終
戦　

記
者
た
ち
の
眼

差
し
」
で
も
放
映
さ
れ
た
。
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﹇
付
記
﹈ 　

松
井
栄
造
の
実
弟
清
水
昇
氏
所
蔵
の
松
井
の
遺
品
類
は
、
企
画
展
終
了
後
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
ま
た
、
松
井
の
親

友
長
良
治
雄
の
遺
品
中
、
愛
用
の
バ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
が
長
良
君
子
氏
（
治
雄
妻
）
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

は
じ
め
に

　

日
中
戦
争
の
勃
発
か
ら
、
今
年
で
七
五
年
。
解
決
の
糸
口
の
見
え
な
い
泥
沼
状
態
と
な
っ
た
そ
の
戦
争
は
、
四
年
後
に
は
ア
メ
リ
カ
を

敵
と
す
る
破
滅
の
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
で
い
く
。

　

中
国
と
の
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
年
、
ワ
セ
ダ
の
野
球
部
に
ひ
と
り
の
ル
ー
キ
ー
が
入
部
し
た
。
選
抜
二
回
、
夏
一
回
の
甲
子
園
優
勝
を

果
た
し
た
注
目
の
新
人
、
松
井
栄
造
で
あ
る
。
ワ
セ
ダ
で
の
五
年
間
、
そ
の
端
正
な
マ
ス
ク
と
華
麗
な
プ
レ
ー
は
、
戦
時
色
に
塗
り
固
め

ら
れ
た
世
相
と
は
対
照
的
に
、
神
宮
球
場
を
歓
声
の
渦
へ
と
つ
つ
み
こ
ん
で
い
っ
た
。

　

持
て
る
才
能
を
活
か
し
て
可
能
性
に
挑
戦
し
、
多
く
の
人
び
と
に
歓
喜
を
与
え
つ
づ
け
た
そ
の
個
性
は
、
け
れ
ど
も
一
発
の
銃
声
に

よ
っ
て
突
如
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

輝
き
に
満
ち
た
生
の
軌
跡
に
戦
争
の
爪
痕
が
刻
み
こ
ま
れ
た
松
井
栄
造
の
二
四
年
を
ふ
り
か
え
り
、
私
た
ち
の
記
憶
か
ら
薄
ら
ぎ
つ
つ

あ
る
戦
争
の
現
実
を
、
敗
戦
か
ら
六
七
年
の
今
、
改
め
て
問
い
直
し
た
い
。
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一　

少
年
時
代

　

松
井
栄
造
は
一
九
一
八
年
一
一
月
一
〇
日
、
浜
松
市
田
町
で
か
も
じ
と
額
縁
を
商
う
松
井
半
次
郎
と
多
喜
子
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

野
球
が
盛
ん
な
浜
松
で
、
松
井
少
年
は
浜
松
元
城
尋
常
高
等
小
学
校
三
年
か
ら
ボ
ー
ル
を
握
り
始
め
た
。
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
に
憧
れ
て
練

習
に
励
む
う
ち
に
、
少
年
は
瞬
く
間
に
天
性
の
才
能
を
あ
ら
わ
し
た
。
一
九
三
一
年
夏
、
早
稲
田
の
戸
塚
球
場
で
開
催
さ
れ
た
全
国
少
年

野
球
大
会
Ａ
組
に
投
手
と
し
て
出
場
す
る
と
、
強
豪
校
を
倒
し
て
優
勝
。
元
城
小
は
松
井
の
好
投
で
全
国
大
会
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

日
本
全
国
が
野
球
で
熱
狂
し
て
い
た
時
代
、
中
学
野
球
界
で
の
松
井
の
活
躍
を
見
越
し
た
ス
カ
ウ
ト
合
戦
が
は
じ
ま
っ
た
。
野
球
有
名

校
の
校
長
ら
が
相
次
い
で
松
井
家
を
訪
れ
、
金
銭
の
話
も
飛
び
交
っ
た
。
だ
が
、
岐
阜
市
立
岐
阜
商
業
学
校
野
球
部
後
援
会
長
で
建
築
家

の
遠
藤
健
三
が
出
し
た
ス
カ
ウ
ト
の
条
件
は
異
例
だ
っ
た
。
│
│
金
銭
は
一
切
出
さ
な
い
が
、
栄
造
少
年
を
一
人
前
の
人
間
と
し
て
育
て

上
げ
、
大
学
卒
業
ま
で
責
任
を
持
つ
│
│
。
最
愛
の
息
子
の
将
来
を
考
え
た
父
は
、
遠
藤
に
栄
造
を
託
す
こ
と
を
決
め
た
。
満
州
で
砲
煙

が
の
ぼ
り
は
じ
め
る
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。

﹇
展
示
資
料
﹈

○
ア
ル
バ
ム

　
　
　

清
水
昇
氏
所
蔵

松
井
家
に
遺
さ
れ
て
い
た
日
記
を
は
じ
め
と
す
る
栄
造
の
遺
品
類
は
、
一
九
四
五
年
六
月
の
浜
松
の
大
空
襲
で
失
わ
れ
た
。
だ
が
ア
ル

バ
ム
類
だ
け
は
、
空
襲
を
懸
念
し
た
両
親
が
事
前
に
親
戚
に
預
け
て
戦
火
を
逃
れ
た
。
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二　

岐
阜
商
業
時
代
①

　

遠
藤
健
三
の
下
で
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
松
井
少
年
は
浜
松
を
離
れ
、
岐
阜
市
金
華
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
一
年
へ
転
校
し
、

翌
一
九
三
二
年
岐
阜
市
立
岐
阜
商
業
学
校
に
入
学
、
同
時
に
野
球
部
へ
入
部
し
た
。
子
供
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
遠
藤
夫
妻
は
松
井
を
わ
が

子
の
よ
う
に
か
わ
い
が
り
な
が
ら
も
、
父
半
次
郎
と
の
約
束
を
果
た
す
た
め
、
健
三
は
少
年
を
厳
し
く
し
つ
け
た
。
そ
れ
を
陰
で
や
さ
し

く
労
わ
っ
た
の
が
妻
の
道
子
だ
っ
た
。

　

松
井
二
年
の
春
、
村
瀬
保
夫
主
将
率
い
る
岐
阜
商
業
は
全
国
選
抜
中
等
学
校
野
球
大
会
に
出
場
、
強
豪
明
石
中
学
を
決
勝
で
破
り
、
優

勝
し
た
。
十
四
歳
な
が
ら
も
、
松
井
は
勝
利
投
手
に
輝
い
た
。
こ
の
決
勝
戦
で
、
松
井
の
左
腕
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
イ
ン
ド
ロ
（
縦
に
鋭

く
落
ち
る
カ
ー
ブ
）
は
三
尺
（
約
九
〇
セ
ン
チ
）
落
ち
た
と
の
評
判
が
広
ま
り
、
以
後
「
三
尺
」
が
松
井
の
あ
だ
名
に
な
っ
た
。

　

一
九
三
五
年
春
、
全
国
選
抜
野
球
大
会
で
岐
阜
商
業
は
二
度
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。
準
決
勝
と
決
勝
は
一
点
差
の
熱
戦
と
な
っ
た
。

と
く
に
準
決
勝
の
愛
知
商
業
と
の
試
合
は
雨
天
再
試
合
の
激
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
投
打
に
活
躍
し
た
松
井
は
優
勝
後
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
チ
ー
ム
の
勝
因
を
「
一
致
結
束
」
に
あ
る
と
語
っ
た
。
チ
ー
ム
力
で
勝
つ
、
こ
れ
が
岐
阜
商
野
球
の
真
髄
だ
っ
た
。

﹇
展
示
資
料
﹈

○
遠
藤
健
三
編
『
遠
藤
道
子
遺
稿　

歌
集　

川
砂
』

　
　
　

一
九
四
六
年　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

遠
藤
健
三
の
妻
道
子
の
歌
集
。
遠
藤
道
子
は
山
下
陸
奥
に
師
事
し
、
和
歌
を
よ
く
し
た
。
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○
ア
ル
バ
ム

　
　
　

清
水
昇
氏
所
蔵

○
松
井
栄
造
サ
イ
ン
ボ
ー
ル

　
　
　

岐
阜
県
立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
所
蔵

よ
ろ
こ
び
の
言
葉
か
く
れ
ば
う
つ
む
き
て

　
　
　
　
　
　

涙
ぐ
み
を
り
少
年
松
井
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
道
子　
　
　

一
九
三
三
年
作

岐
阜
商
業
時
代
②

　

一
九
三
六
年
度
、
松
井
は
岐
阜
商
業
最
後
の
学
年
を
迎
え
た
。
岐
阜
商
は
こ
れ
ま
で
春
は
五
年
連
続
で
出
場
し
、
う
ち
二
度
の
優
勝
を

果
た
し
な
が
ら
も
、
夏
の
全
国
大
会
予
選
の
東
海
大
会
で
は
敗
退
が
続
い
た
。
主
将
と
な
っ
た
松
井
は
親
友
の
長
良
治
雄
と
と
も
に
チ
ー

ム
の
牽
引
役
と
な
り
、
初
出
場
・
初
優
勝
を
胸
に
誓
い
、
日
々
の
猛
練
習
に
励
ん
だ
。
投
打
に
卓
越
し
た
岐
阜
商
業
は
強
豪
校
の
ひ
し
め

く
東
海
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
初
出
場
を
果
た
し
た
。

　

甲
子
園
大
会
を
岐
阜
商
は
一
回
戦
か
ら
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
ち
進
ん
だ
。
決
勝
は
過
去
二
度
の
準
優
勝
を
誇
る
平
安
中
学
戦
。
岐
阜
商
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は
松
井
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
平
安
中
の
打
棒
を
一
点
に
抑
え
て
圧
勝
し
、
全
国
制
覇
の
栄
冠
に
輝
い
た
。
栄
え
あ
る
深
紅
の
優
勝
旗
を
さ
さ

げ
持
つ
松
井
ら
岐
阜
商
メ
ン
バ
ー
の
凱
旋
は
、
岐
阜
の
市
民
た
ち
を
熱
狂
の
渦
に
包
み
こ
ん
だ
。

　

一
試
合
十
三
塁
打
（
本
塁
打
一
・
三
塁
打
三
。
一
九
三
六
年
度
夏
盛
岡
商
業
戦
）
の
記
録
を
打
ち
立
て
、
松
井
は
甲
子
園
を
後
に
し
た
。
次

な
る
目
標
は
実
力
、
人
気
と
も
に
日
本
最
高
峰
の
東
京
六
大
学
リ
ー
グ
戦
。
早
稲
田
へ
の
入
学
が
決
定
し
た
松
井
は
、
慶
應
へ
進
学
す
る

長
良
治
雄
と
早
慶
戦
の
舞
台
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。

﹇
展
示
資
料
﹈

○
近
藤
清
「
夏
休
の
日
記
」

　
　
　

一
九
三
六
年
七
月
二
〇
日
〜
八
月
三
一
日　

近
藤
幸
義
氏
所
蔵

岐
阜
商
業
二
年
の
近
藤
清
の
「
夏
休
の
日
記
」。
近
藤
は
シ
ョ
ー
ト
を
守
り
、
決
勝
戦
で
は
一
打
点
を
挙
げ
た
。
甲
子
園
制
覇
へ
と
至

る
日
々
の
練
習
と
、
試
合
に
の
ぞ
む
心
情
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

近
藤
清
「
夏
休
の
日
記
」　

一
九
三
六
年
八
月
二
〇
日
付

「
…
…
岐
阜
商
業
が
勝
っ
た
の
だ
、
優
勝
し
た
の
だ
。
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
て
は
い
る
が
、
サ
イ
レ
ン
高
ら
か
に
鳴
響
き
、
我
々
は

も
う
胸
に
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
を
感
じ
た
。

　

終
に
雌
伏
十
二
年
、
夏
の
甲
子
園
制
覇
の
待
望
が
達
せ
ら
れ
た
の
だ
。
殊
勲
者
松
井
が
、
あ
の
真
紅
の
大
優
勝
〔
旗
〕
を
う
け

に
行
く
時
、
松
井
君
の
最
後
の
大
会
を
か
ざ
っ
て
や
っ
た
選
手
一
同
も
、
自
分
が
全
部
の
技

を
発
揮
し
て
優
勝
出
来
た
彼
も
、

ど
う
し
て
喜
ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
僕
は
も
う
た
ま
ら
な
く
嬉
し
く
、
泣
き
た
く
な
っ
た
。
…
…
」
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○
優
勝
記
念
ボ
ー
ル

　
　
　

一
九
三
六
年
夏　

岐
阜
県
立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
所
蔵

○
第
二
二
回
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
優
勝
旗

　
　
　

一
九
三
六
年
夏　

岐
阜
県
立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
所
蔵

○
「
岐
阜
商
業
優
勝
記
念
帖
上
下　

昭
和
十
一
年
八
月
十
三
│
二
十
日
」

　
　
　

岐
阜
県
立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
所
蔵

○
松
井
栄
造
揮
毫
「
誠
実
に
優
る
智
慧
な
し
」

　
　
　

岐
阜
県
立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
所
蔵

炎
天
下
の
球
を
追
ふ
子
の
ユ
ニ
フ
オ
ー
ム
に

　
　
　
　
　
　

お
守
袋
し
か
と
縫
ひ
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
道
子　
　
　

一
九
三
六
年
作
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三　

早
稲
田
大
学
時
代
①

　

一
九
三
七
年
四
月
、
松
井
は
早
稲
田
大
学
第
二
早
稲
田
高
等
学
院
に
入
学
し
た
。
甲
子
園
優
勝
投
手
の
野
球
部
入
部
は
、
野
球
フ
ァ
ン

の
関
心
を
神
宮
へ
と
惹
き
つ
け
た
。
松
井
の
六
大
学
リ
ー
グ
戦
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、
中
国
と
の
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
連
日
の
新
聞
紙
面
に
「
進

撃
」
や
「
占
領
」
の
文
字
が
躍
る
な
か
で
開
催
さ
れ
た
秋
季
リ
ー
グ
戦
、
早
稲
田
の
初
戦
立
教
大
学
戦
と
な
っ
た
。
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
展

開
の
中
、
同
点
で
迎
え
た
九
回
裏
、
松
井
は
若
原
正
蔵
か
ら
マ
ウ
ン
ド
を
引
き
継
ぎ
、
延
長
一
一
回
立
教
の
打
線
を
無
得
点
に
抑
え
、
初

陣
を
勝
利
で
飾
っ
た
。

　

翌
三
八
年
七
月
、
日
中
戦
争
下
の
非
常
時
が
叫
ば
れ
る
中
、
早
大
野
球
部
は
ハ
ワ
イ
遠
征
の
途
に
立
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
海
軍
チ
ー
ム
と

の
試
合
な
ど
、
松
井
は
じ
め
部
員
た
ち
は
ひ
と
月
に
お
よ
ぶ
ハ
ワ
イ
で
の
日
々
を
満
喫
し
た
。

　

三
九
年
四
月
、
松
井
は
早
稲
田
大
学
商
学
部
に
進
学
し
た
。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
セ
ン
ス
の
良
さ
を
買
わ
れ
た
松
井
は
肩
を
痛
め
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
シ
ー
ズ
ン
か
ら
打
者
へ
と
転
向
し
た
。
小
野
欣
助
や
辻
井
弘
ら
同
期
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
猛
練
習
を
重
ね
、
以
後
卒

業
ま
で
の
三
年
間
、
早
稲
田
の
主
力
バ
ッ
タ
ー
と
な
っ
て
い
く
。

　

こ
の
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
、
作
家
尾
崎
一
雄
と
の
交
流
が
は
じ
ま
っ
た
。
文
学
が
好
き
だ
っ
た
松
井
は
尾
崎
と
会
う
の
が
何
よ
り
も
楽
し

み
だ
っ
た
。
尾
崎
も
松
井
の
文
武
に
秀
で
た
才
能
を
愛
し
た
。
二
人
の
交
流
は
戦
地
で
の
文
通
ま
で
続
い
て
い
く
。
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﹇
展
示
資
料
﹈

○
ア
ル
バ
ム
「
昭
和
十
二
年
度　

新
人
北
海
道
遠
征
記
念　

早
稲
田
大
学
野
球
部
」

　
　
　

一
九
三
七
年　

清
水
昇
氏
所
蔵

○
ア
ル
バ
ム
「
布
哇
遠
征
紀
念
写
真
帖　

早
稲
田
大
学
体
育
会
野
球
部
」

　
　
　

一
九
三
八
年　

清
水
昇
氏
所
蔵

○
松
井
栄
造
書
翰　

尾
崎
一
雄
宛

　
　
　

一
九
三
九
年
一
〇
月
一
二
日
付　

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵

「
尾
崎
さ
ん
。
唯
今
は
全
く
愉
快
な
一
時
で
し
た
。
白
鉢
巻
の
下
に
か
く
さ
れ
た
眉
毛
が
絶
へ
ず
気
に
な
り
乍
ら
も
、
貴
方
の
口
か
ら

洩
れ
る
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
お
話
に
、
誠
、
全
精
神
を
耳
に
集
中
し
て
楽
し
く
聞
入
っ
た
事
で
し
た
。
…
…
」

早
稲
田
大
学
時
代
②

　

一
九
四
〇
年
六
月
、
紀
元
二
六
〇
〇
年
奉
祝
東
亜
競
技
大
会
の
日
本
代
表
に
、
松
井
は
小
野
欣
助
ら
と
と
も
に
選
出
さ
れ
た
。
六
大
学

リ
ー
グ
の
ラ
イ
バ
ル
明
治
か
ら
は
、
岐
阜
商
業
の
後
輩
加
藤
三
郎
が
選
ば
れ
た
。
対
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
加
藤
の
放
っ
た
快
音
に
、
松
井
は
久

し
ぶ
り
に
歓
声
を
挙
げ
た
。

　

松
井
の
プ
レ
ー
は
し
ば
し
ば
「
華
麗
」
と
形
容
さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た
。
一
九
四
〇
年
春
の
早
慶
第
一
回
戦
九
回
裏
、
決
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勝
点
と
な
っ
た
ス
ク
イ
ズ
。
同
二
回
戦
左
飛
を
本
塁
へ
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
ム
。
同
年
六
月
東
亜
競
技
大
会
ハ
ワ
イ
戦
で
の
代
打
レ
フ
ト
前

ヒ
ッ
ト
。
同
年
秋
早
明
戦
で
の
三
塁
前
バ
ン
ト
。
四
一
年
春
の
早
慶
一
回
戦
満
塁
で
の
三
塁
打
…
…
。

　

一
九
四
一
年
度
は
松
井
の
最
終
学
年
、
翌
四
二
年
三
月
が
卒
業
予
定
だ
っ
た
。
だ
が
米
英
と
の
関
係
が
緊
迫
す
る
中
、
一
九
四
一
年
一

〇
月
一
六
日
公
布
の
勅
令
に
よ
り
、
大
学
学
部
等
の
在
学
修
業
年
限
が
短
縮
さ
れ
た
。
松
井
た
ち
最
高
学
年
の
一
二
月
繰
り
上
げ
卒
業
が

決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

勅
令
公
布
の
翌
一
七
日
は
、
早
稲
田
の
五
シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
を
か
け
た
立
教
戦
。
松
井
は
絶
妙
の
バ
ン
ト
で
先
取
点
を
た

た
き
出
し
、
勝
利
に
貢
献
し
た
。
松
井
は
優
勝
の
興
奮
を
、
捕
手
と
し
て
石
黒
投
手
を
リ
ー
ド
し
た
最
愛
の
後
輩
近
藤
清
、
そ
し
て
新
人

の
近
藤
を
捕
手
と
し
て
育
て
あ
げ
、
こ
の
試
合
控
え
に
回
っ
た
小
野
欣
助
ら
と
と
も
に
味
わ
っ
た
。

　

松
井
は
成
長
し
た
後
輩
に
早
稲
田
常
勝
を
託
し
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
で
街
頭
が
沸
き
立
つ
中
、
神
宮
と
早
稲
田
の
杜
を
後
に
し
た
。

﹇
展
示
資
料
﹈

○N
IPPO

N

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム　

松
井
栄
造
着
用

　
　
　

一
九
四
〇
年　

静
岡
縣
護
國
神
社
所
蔵

○
早
稲
田
大
学
野
球
部
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム　

小
野
欣
助
着
用

　
　
　

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
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○
松
井
栄
造
書
翰　

近
藤
清
宛

　
　
　
（　

）
年
六
月
二
七
日
付　

近
藤
幸
義
氏
所
蔵

「
小
生
帰
り
が
遅
く
な
っ
て
貴
君
熟
睡
の
様
子
で
し
た
の
で
、
明
朝
勝
手
乍
ら
貴
君
御
起
床
次
第
小
生
を
起
し
て
下
さ
い
。

　

貴
君
の
お
話
も
承
り
た
い
し
、
小
生
も
話
し
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
忘
れ
な
き
様
お
願
い
致
し
ま
す
。」

○
松
井
栄
造
書
翰　

尾
崎
一
雄
宛

　
　
　

一
九
四
一
年
五
月
一
二
日
付　

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵

「
…
最
近
の
ワ
セ
ダ
の
学
生
に
は
ワ
セ
ダ
を
思
ふ
熱
の
少
い
奴
が
あ
っ
て
憤
慨
に
堪
へ
ま
せ
ん
。
こ
の
間
も
僕
の
部
屋
へ
遊
び
に
来
た

一
人
が
、『
野
球
を
見
物
す
る
の
は
ス
コ
ア
ボ
ル
ド
の
前
に
限
る
』
と
言
ふ
か
ら
、『
ど
う
し
て
？
』
と
尋
ね
る
と
、『
応
援
し
な
く
て

い
い
か
ら
。』
ぶ
ん
な
ぐ
っ
て
や
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
母
校
の
名
誉
を
か
け
て
の
戦
士
を
前
に
し
て
堂
々
と
こ
の
言
を
は
き
得
る
奴
、

も
う
こ
ん
な
奴
と
は
絶
交
だ
と
腹
の
中
で
ど
な
っ
て
や
り
ま
し
た
。
…
…
」

○
写
経　

松
井
栄
造
筆

　
　
　

一
九
四
一
年
夏　

静
岡
縣
護
國
神
社
所
蔵

○
ア
ル
バ
ム
「
昭
和
十
六
年
秋
季
リ
ー
グ
戦
優
勝
記
念　

明
治
神
宮
大
会
三
連
覇
記
念　

早
稲
田
大
学
体
育
会
野
球
部
」

　
　
　

一
九
四
一
年　

清
水
昇
氏
所
蔵
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森
本
多
美
子
氏
（
松
井
栄
造
実
妹
）
談

「
兄
の
紀
司
（
栄
造
の
弟
）
が
出
征
す
る
日
、
早
稲
田
の
卒
業
を
控
え
た
栄
造
兄
が
浜
松
の
実
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
す
で
に

紀
司
兄
は
浜
松
駅
に
向
か
っ
た
後
で
し
た
の
で
、
栄
造
兄
は
す
ぐ
に
そ
の
後
を
追
い
ま
し
た
。
そ
し
て
栄
造
兄
は
駅
の
改
札
口
で
、

大
勢
の
兵
隊
さ
ん
た
ち
に
交
り
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
消
え
て
い
く
紀
司
兄
に
向
っ
て
、「
紀
坊
、
お
れ
も
後
か
ら
行
く
か
ら
な
」

と
叫
ん
だ
の
を
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。」

　

松
井
紀
司
は
一
九
四
一
年
一
二
月
一
日
、
現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
三
十
四
聯
隊
補
充
隊
に
入
営
し
た
。

大
道
（
旧
姓
中
島
）
信
敏
氏
談

「
松
井
栄
造
君
と
は
、
一
九
三
七
年
野
球
部
入
部
の
同
期
で
す
。
松
井
君
の
投
球
、
打
撃
、
走
塁
、
ど
の
フ
ォ
ー
ム
を
と
っ
て
も

華
麗
で
し
た
ね
。
自
然
に
技
量
が
備
わ
っ
た
、
天
才
肌
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
し
た
。
同
期
二
五
人
の
中
で
も
別
格
で
し
た
。
人
格
も

立
派
で
、
学
生
野
球
の
真
髄
を
全
う
し
た
選
手
で
し
た
。
伊
丹
安
弘
監
督
は
、
松
井
君
が
生
き
て
い
れ
ば
、
早
稲
田
大
学
野
球
部

の
監
督
を
一
度
や
ら
せ
た
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。」

四　

戦
死
①

　

早
稲
田
を
卒
業
し
た
松
井
は
都
市
対
抗
野
球
の
強
豪
藤
倉
電
線
に
就
職
す
る
が
、
翌
一
九
四
二
年
二
月
一
日
、
歩
兵
第
三
十
四
聯
隊
に
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現
役
入
隊
し
た
。
わ
ず
か
一
〇
日
ほ
ど
の
会
社
勤
め
だ
っ
た
。
同
年
五
月
豊
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
入
校
し
（
甲
種
幹
部
候
補
生
）、
一

〇
月
卒
業
。
戦
地
へ
赴
く
直
前
、
松
井
は
早
大
野
球
部
の
合
宿
所
を
訪
れ
た
。
六
大
学
秋
季
リ
ー
グ
を
早
稲
田
は
優
勝
で
飾
っ
た
も
の
の
、

再
び
神
宮
で
プ
レ
ー
で
き
る
の
か
、
部
員
た
ち
が
日
々
不
安
に
苛
ま
れ
る
中
で
の
再
会
だ
っ
た
。

　

同
年
暮
、
見
習
士
官
と
し
て
中
国
に
渡
っ
た
松
井
は
、
年
を
明
け
る
と
大
別
山
作
戦
、
四
月
か
ら
は
江
南
作
戦
に
参
加
し
た
。
山
岳
地

帯
で
の
激
戦
が
続
い
た
。
う
ち
続
く
戦
闘
の
中
で
も
、
松
井
は
本
が
読
み
た
か
っ
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
奏
で
た
か
っ
た
。
そ
し
て
弟
紀
司

の
こ
と
、
六
大
学
野
球
の
前
途
が
案
じ
ら
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　

一
九
四
二
年
一
二
月
一
八
日　

松
井
紀
司
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
で
戦
死
。

　
　

一
九
四
三
年
四
月
二
八
日　

東
京
大
学
野
球
聯
盟
、
文
部
省
の
要
求
に
従
い
、
解
散
を
決
定
。

　

五
月
二
八
日
、
湖
北
省
宜
昌
の
西
、
姚
家
坊
付
近
で
の
夜
間
の
戦
闘
、
敵
の
機
関
銃
が
待
ち
構
え
る
中
で
の
肉
弾
突
撃
だ
っ
た
。
小
隊

長
と
し
て
「
突
っ
込
め
」
の
号
令
を
か
け
た
松
井
は
、
部
下
を
指
揮
し
て
突
入
、
一
発
の
銃
弾
が
頭
部
を
直
撃
し
た
。
午
後
一
〇
時
一
〇

分
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

戦
地
に
出
立
す
る
直
前
に
松
井
が
し
た
た
め
た
遺
書
に
は
、「
戦
死
の
事
を
知
り
ま
し
た
な
ら
ば
、勇
敢
に
戦
っ
て
戦
ひ
抜
い
て
微
笑
っ

て
死
ん
で
行
っ
た
雄
々
し
い
姿
を
想
像
し
て
下
さ
い
。
…
…
」
と
綴
ら
れ
て
い
た
。
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﹇
展
示
資
料
﹈

○
ア
ル
バ
ム
「
大
東
亜
戦
争
従
軍
記
念　

浜
松
市
銃
後
奉
公
会
」

　
　
　

清
水
昇
氏
所
蔵

○
日
章
旗　

贈
松
井
栄
造

　
　
　

岐
阜
県
立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
所
蔵

早
大
と
岐
阜
商
両
野
球
部
関
係
者
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
。

○
松
井
栄
造
書
翰　

尾
崎
一
雄
宛

　
　
　

一
九
四
二
年
六
月
二
四
日
付　

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵

「
…
…
御
本
折
角
送
っ
て
頂
い
て
喜
こ
ん
で
読
ま
う
と
思
っ
て
も
読
む
事
が
許
可
さ
れ
ず
、
結
局
私
物
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
し

ま
ひ
ま
し
た
。
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
前
に
一
寸
開
い
た
箇
所
が
〝
不
良
少
年
〞
と
い
ふ
と
こ
ろ
、
走
り
読
み
し
て
満
足
し
て
居
り
ま
す
。

故
郷
か
ら
面
会
に
来
ま
し
た
折
に
持
っ
て
行
っ
て
貰
ひ
ま
す
。
や
が
て
読
む
事
の
出
来
る
日
も
来
ま
す
。
…
…
」

○
松
井
栄
造
書
翰　

近
藤
清
宛

　
　
　

一
九
四
二
年
九
月
二
五
日
付　

近
藤
幸
義
氏
所
蔵

「
…
…
リ
ー
グ
戦
は
ど
う
で
す
か
。
考
へ
違
ひ
の
上
級
生
振
り
を
い
ま
し
め
る
様
、
あ
く
ま
で
新
鮮
味
を
失
は
な
い
で
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
森
君
は
如
何
。
も
う
そ
ろ
〳
〵
頭
角
を
現
は
す
可
き
時
機
だ
ね
。
力
を
合
せ
て
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
。
…
…
」
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○
松
井
栄
造
書
翰　

松
井
弘
次
宛

　
　
　

一
九
四
三
年　

清
水
昇
氏
所
蔵

「
支
那
の
生
活
に
も
大
分
馴
れ
て
来
ま
し
た
。
支
那
語
も
次
第
に
覚
え
て
来
ま
し
た
。
不
自
由
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
本
の
無
い

こ
と
丈
が
不
自
由
で
す
。
何
か
送
っ
て
下
さ
い
。
中
央
公
論
か
改
造
か
、
文
藝
春
秋
か
、
何
か
毎
月
送
っ
て
頂
け
る
と
都
合
が
良
い
で

す
が
。
一
冊
で
も
良
い
で
す
。
き
ま
っ
た
も
の
が
よ
い
で
す
。
短
歌
研
究
で
も
い
い
で
す
。
そ
れ
と
マ
イ
ナ
ー
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
送
っ
て

下
さ
い
。
ナ
チ
ユ
ラ
ル
マ
イ
ナ
ー
と
二
本
頼
み
ま
す
。
子
供
だ
ま
し
の
様
な
慰
問
袋
は
ゐ
り
ま
せ
ん
。
紀
坊
の
所
属
部
隊
を
知
ら
せ
て

下
さ
い
。
…
…
」

○
松
井
栄
造
書
翰　

松
井
弘
次
宛

　
　
　

一
九
四
三
年　

清
水
昇
氏
所
蔵

「
…
…
川
田
順
著
随
筆
集　
〝
偶
然
録
〞
至
急
お
送
り
下
さ
い
。
尚
煙
草
ケ
ー
ス
（
二
十
本
入
）、
万
年
筆
を
紛
失
し
て
し
ま
つ
た
か
ら

頼
み
ま
す
。
…
…
〝
諷
詠
十
二
月
〞
三
好
達
治
著
、
若
し
良
い
と
思
つ
た
ら
、
こ
れ
も
頼
み
ま
す
。」

○
松
井
栄
造
書
翰　

尾
崎
一
雄
宛

　
　
　

一
九
四
三
年　

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵

「
…
…
今
春
リ
ー
グ
戦
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
か
、
そ
ん
な
話
も
き
ゝ
ま
し
た
…
…
小
生
等
今
や
中
支
第
一

線
警
備
田
舎
の
支
那
家
屋
の
土
間
に
寝
起
し
て
守
り
に
就
い
て
居
り
ま
す
。

電
気
は
勿
論
な
く
、
ロ
ー
ソ
ク
光
丈
に
は
い
さ
ゝ
か
憂
鬱
で
す
。
生
命
に
は
未
だ
別
条
あ
り
ま
せ
ん
。
生
あ
る
限
り
運
動
精
神
を
発
揮
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し
て
頑
張
り
ま
す
。」

○
松
井
栄
造
書
翰　

松
井
弘
次
宛

　
　
　

一
九
四
三
年　

清
水
昇
氏
所
蔵

「
出
し
た
手
紙
が
往
っ
た
き
り
何
の
返
事
も
も
た
ら
さ
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
で
せ
う
。
三
通
出
し
て
あ
る
筈
で
す
が
。
中
支
も
雨

期
に
入
り
ま
す
。
途
は
ど
ろ
〳
〵
に
な
り
ま
す
。
ニ
ユ
ー
ス
映
画
の
通
り
で
す
。
又
旅
に
出
ま
す
。
│
藤
の
花
咲
く
頃
│
」

兄
弘
次
は
、
詩
集
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
戦
地
に
送
る
た
め
荷
造
り
し
た
も
の
の
、
郵
便
局
で
断
ら
れ
た
。
戦
局
悪
化
で
送
り
届
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
の
理
由
だ
っ
た
。
兄
は
終
生
、
弟
の
望
み
を
か
な
え
て
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
た
。

○
遺
書

　
　
　

一
九
四
二
年
一
二
月
二
日　
　

静
岡
縣
護
國
神
社
所
蔵

「
…
…
今
、
幸
福
で
あ
っ
た
過
去
の
幾
年
か
を
心
静
か
に
振
返
っ
て
感
慨
を
新
に
し
て
居
り
ま
す
。
そ
し
て
吾
身
の
総
て
を
捧
げ
尽
し

て
以
っ
て
海
山
に
比
す
可
く
も
な
い
其
の
御
恩
に
報
ゆ
る
の
覚
悟
を
益
々
固
め
て
居
り
ま
す
。
戦
死
の
事
を
知
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
勇

敢
に
戦
っ
て
戦
ひ
抜
い
て
微
笑
っ
て
死
ん
で
行
っ
た
雄
々
し
い
姿
を
想
像
し
て
下
さ
い
。

最
后
の
外
泊
よ
り
帰
る
前
の
晩
、
楽
し
く
聴
い
た
レ
コ
ー
ド
の
歌
の
数
々
が
時
に
思
ひ
出
さ
れ
て
心
を
振
ひ
起
し
て
呉
れ
ま
す
。
戦
場

に
在
っ
て
も
、
若
し
危
険
な
場
合
に
立
至
っ
て
尚
音
楽
に
心
を
傾
け
る
余
裕
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
き
っ
と
志
気
を
鼓
舞
し
て
悠
々
た
る

決
意
を
導
き
出
し
て
呉
れ
る
も
の
と
信
じ
て
居
り
ま
す
。
…
…
」
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○
鉄
帽
覆

　
　
　

静
岡
縣
護
國
神
社
所
蔵

松
井
栄
造
が
戦
死
時
に
被
っ
て
い
た
鉄
帽
覆
。
左
上
方
に
銃
痕
が
あ
る
。

○
郵
便
貯
金
通
帳

　
　
　

清
水
昇
氏
所
蔵

戦
地
へ
出
立
す
る
際
、
松
井
は
こ
の
通
帳
を
家
に
残
し
て
お
く
と
言
っ
た
が
、
母
が
戦
地
で
も
貯
金
で
き
る
よ
う
持
参
す
る
こ
と
を
勧

め
た
。
戦
死
時
、
松
井
は
こ
の
通
帳
を
身
に
つ
け
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

○
松
井
勲
書
翰　

松
井
半
次
郎
宛

　
　
　

一
九
四
三
年
六
月
一
一
日　

清
水
昇
氏
所
蔵

松
井
勲
は
栄
造
の
上
官
で
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
中
隊
長
。
栄
造
戦
死
の
状
況
を
手
紙
に
し
た
た
め
、
父
半
次
郎
に
送
っ
た
。
な
お
松

井
勲
は
、
江
南
作
戦
後
の
常
徳
作
戦
で
戦
死
し
た
。

「
昭
和
十
七
年
十
二
月
早
々
、
松
井
は
『
い
よ
い
よ
』
と
い
う
と
き
、
遠
藤
を
訪
ね
る
。
そ
の
年
四
月
、
松
井
は
陸
軍
幹
部
候
補

生
試
験
に
合
格
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
軍
服
に
着
替
え
て
い
た
。
遠
藤
は
、
陸
軍
少
尉
の
正
装
を
し
た
松
井
を
見
て
、
す
べ
て
を
悟
っ

た
。

　

互
い
に
く
み
か
わ
す
ウ
イ
ス
キ
ー
が
口
に
苦
か
っ
た
。『
生
き
て
帰
ろ
う
な
ん
て
、
思
う
な
よ
』。
ポ
ツ
リ
、
と
遠
藤
は
い
っ
た
。
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そ
の
顔
を
の
ぞ
き
こ
む
よ
う
に
松
井
が
答
え
る
。『
は
い
、
や
り
ま
す
』。
息
を
殺
す
よ
う
に
し
て
い
た
道
子
が
、
た
ま
り
か
ね
て

泣
き
伏
し
た
姿
を
、
遠
藤
は
、
い
ま
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。」（『
読
売
新
聞
』
一
九
七
七
年
八
月
一
二
日
付
）

戦
死
②

　

松
井
戦
死
の
一
報
が
早
大
野
球
部
に
入
っ
た
の
は
、
六
月
一
〇
日
過
ぎ
の
こ
と
だ
っ
た
。
近
藤
清
が
受
け
た
衝
撃
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
っ
た
。「
あ
と
一
年
の
学
生
々
活
を
立
派
に
了
へ
て
、
必
ら
ず
仇
を
と
り
ま
す
」
と
、
近
藤
は
誓
わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

沖
縄
戦
最
中
の
一
九
四
五
年
四
月
八
日
、
特
攻
出
撃
を
前
に
し
た
休
暇
で
近
藤
は
岐
阜
に
帰
り
、
遠
藤
健
三
の
も
と
へ
挨
拶
に
行
っ
た
。

し
か
し
遠
藤
の
家
に
、
道
子
夫
人
の
姿
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
前
年
の
一
一
月
一
〇
日
、
道
子
は
四
二
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
同
日
生
ま
れ
の
松
井
が
生
き
て
い
れ
ば
、
二
六
歳
に
な
っ
て

い
た
。
翌
一
一
日
、
道
子
は
美
濃
町
の
法
要
に
出
か
け
、
そ
の
足
で
浜
松
の
松
井
家
を
訪
れ
た
。
松
井
の
母
に
別
れ
を
告
げ
、
そ
の
ま
ま

行
方
を
絶
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
…
…

　

一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日　

小
野
欣
助　

台
湾
台
中
に
て
特
攻
訓
練
中
事
故
死
。

　
　
　
　
　
　

四
月
六
日　
　

加
藤
三
郎　

神
風
特
別
攻
撃
隊
第
一
正
統
隊
員
と
し
て
出
撃
し
戦
死
。

　
　
　
　
　
　

四
月
二
八
日　

近
藤
清　
　

神
風
特
別
攻
撃
隊
第
三
草
薙
隊
員
と
し
て
出
撃
し
戦
死
。
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五
月
二
五
日　

長
良
治
雄　

沖
縄
へ
弾
薬
を
輸
送
中
、
米
軍
機
の
攻
撃
を
受
け
て
戦
死
。

　

昭
和
が
終
わ
り
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
頃
、
毎
年
八
月
一
五
日
の
甲
子
園
球
場
に
は
、
正
午
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
、
ひ
た
す
ら
祈
り

を
さ
さ
げ
続
け
る
遠
藤
健
三
の
姿
が
あ
っ
た
。

遠
藤
健
三
（
故
人
）
談

「〔
妻
の
道
子
が
〕
法
要
で
美
濃
町
ま
で
出
か
け
た
ま
ん
ま
、
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
ん
や
。
松
井
の
死
が
、
ひ
と
つ
シ
ョ
ッ
ク

や
っ
た
。
松
井
に
会
う
と
い
っ
て
は
、
よ
う
靖
国
神
社
に
出
か
け
と
っ
た
。
そ
の
う
え
に
…
…
〔
前
年
一
一
月
一
一
日
、
陸
軍
士

官
学
校
生
の
甥
が
岐
阜
各
務
原
飛
行
場
で
試
験
飛
行
中
に
事
故
死
〕。
道
子
に
は
耐
え
ら
れ
ん
寂
し
さ
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
な
。

み
ん
な
、
子
ど
も
み
た
い
に
思
っ
と
っ
た
か
ら
。
た
ぶ
ん
、
気
持
ち
の
限
界
を
超
え
た
ん
や
ろ
う
な
あ
。」（『
読
売
新
聞
』
一
九
七

七
年
八
月
一
三
日
付
）

○
近
藤
清
書
翰　

遠
藤
健
三
宛

　
　
　

一
九
四
三
年
六
月
一
八
日　

岐
阜
県
立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
所
蔵

「
…
…
私
達
は
岐
阜
商
業
入
学
以
来
、
松
井
さ
ん
に
は
親
身
も
及
ば
ぬ
程
面
倒
を
見
て
戴
き
、
何
か
に
つ
け
て
心
細
か
く
御
指
導
御
鞭

撻
下
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
夢
に
も
忘
れ
て
な
ら
ぬ
、
い
ゝ
先
輩
で
し
た
。
兄
と
も
慕
っ
た
松
井
さ
ん
の
為
な
ら
、
水
火
を
も
辞
せ
な
い

気
持
だ
け
は
持
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
斯
様
な
事
に
な
り
ま
す
と
は
落
胆
こ
れ
以
上
の
も
の
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
松
井
さ
ん

は
男
子
と
し
て
皇
国
の
為
に
立
派
に
お
役
に
立
っ
て
戦
死
な
さ
れ
た
﹇
こ
﹈
と
を
思
ふ
と
き
、
あ
と
一
年
の
学
生
々
活
を
立
派
に
了
へ
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て
、
必
ら
ず
仇
を
と
り
ま
す
と
誓
は
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
…
」

森
本
多
美
子
氏
（
松
井
栄
造
実
妹
）
談

「
兄
栄
造
が
亡
く
な
っ
て
し
ば
ら
く
し
た
後
、
遠
藤
の
奥
様
が
浜
松
の
私
た
ち
の
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
母
と
私
で
出
迎

え
ま
し
た
。
家
の
す
ぐ
裏
手
に
お
墓
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
が
奥
様
を
案
内
し
ま
し
た
。
家
に
戻
る
と
、
奥
様
は
別
れ
を
告
げ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
消
息
を
絶
た
れ
ま
し
た
。」

　
　
　

今
日
か
ら
見
て
不
適
切
な
表
現
も
、
資
料
の
歴
史
的
性
格
を
考
慮
し
、
そ
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
。


